
２０２２年（令和４年）１月号 〔２〕

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て

幸
多
き
年
に
な
る
こ
と
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
一
年
間
、
守
山

警
察
署
の
活
動
に
温
か
い
ご

支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
対
し
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

こ
と
し
も
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
昨
年

多
発
し
た
犯
罪
の
発
生
状
況

を
知
り
、
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

【
特
殊
詐
欺
】

　

昨
年
は
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な

ど
の
特
殊
詐
欺
被
害
が
多
発

し
、
こ
と
し
も
同
様
の
被
害

発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

▽
自
宅
の
固
定
電
話
は
常

時
、
留
守
番
電
話
設
定
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

▽
不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル

は
無
視
し
、
家
族
や
警
察
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

【
侵
入
盗
】

　

昨
年
は
在
宅
中
で
も
泥
棒

が
侵
入
す
る
「
忍
込
み
」
の

被
害
が
多
発
し
ま
し
た
。

　

▽
外
出
時
は
も
ち
ろ
ん
、

在
宅
中
で
も
必
ず
施
錠
し
、

防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の
防
犯
機

器
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

【
自
動
車
盗
】

　

昨
年
は
自
動
車
関
連
窃
盗

被
害
が
多
発
し
、
特
に
ラ
ン

ド
ク
ル
ー
ザ
ー
（
プ
ラ
ド
を

含
む
）
や
プ
リ
ウ
ス
な
ど
の

車
種
が
盗
ま
れ
ま
し
た
。

　

▽
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
や
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
、
見

た
目
で
分
か
る
防
犯
対

策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
財

産
を
守
る
た
め
、
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
防
犯
対

策
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

こ
と
し
も
安
心・安
全
な
守
山
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

　小池　寿々笑ちゃん（こいけ・す

ずえ）2019・12・19生まれ＝城南町

＝

　▽いつまでも、この笑顔で！
　

宮
地　

絢
斗
く
ん
（
み
や
ち
・
あ
や
と
）

２
０
２
１
・
10
・
28
生
ま
れ
＝
川
上
町
＝

　

▽
パ
パ
と
マ
マ
の
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
て
き

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡
大
好
き
だ
よ
♡

受
け
付
け
順
に　
　
　
　
　
　

　

全
て
の
方
を
紹
介
し
ま
す
！

　

本
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し

て
く
れ
る
お
子
さ
ん
（
応

募
時
点
で
２
歳
未
満
の

方
）
を
引
き
続
き
募
集
し

て
い
ま
す
。
さ
さ
や
か
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ

い
。

　

応
募
は
メ
ー
ル
、
ま
た

は
郵
送
で
。
メ
ー
ル
は
件

名
に
「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ

ん
」
、
本
文
に
①
住
所
②

氏
名
・
ふ
り
が
な
③
性
別

④
生
年
月
日
⑤
保
護
者
名

⑥
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
携
帯
の

絵
文
字
は
使
用
不
可
）
⑦

電
話
番
号
⑧
お
近
く
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
、
本
人

１
人
で
写
っ
て
い
る
写
真

デ
ー
タ
を
添
付
し
て
＝m-

homenews@gctv.ne.jp

＝
へ
。

　

郵
送
は
写
真
（
返
却
は

い
た
し
ま
せ
ん
）
の
ほ

か
、
別
紙
に
①
か
ら
⑧
を

明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
６
５
、
廿
軒
家
12
の

18
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー

ス
「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ

ん
」
係
へ
。

　

画
質
に
よ
っ
て
は
掲
載

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
な
ど

　

応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

　

「
催
し
ガ
イ
ド
」
コ
ー
ナ
ー

ほ
か
で
紹
介
し
て
い
る
催
し
物

の
中
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
急
き
ょ
中
止
・

変
更
と
な
っ
た
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

お
出
掛
け
の
際
は
、
主
催
者

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ

先
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
楽
し
も
う
―
。
軟

式
野
球
普
及
・
発
展
の
た
め
の

　

陸
上
自
衛
隊
第
10
師
団
＝
守

山
三
＝
は
、
三
年
ぶ
り
と
な
る

「
師
団
音
楽
ま
つ
り
」
を
二
月

二
十
七
日
（
日
）
、
一
宮
市
民

会
館
＝
一
宮
市
＝
で
開
催
。
現

在
、
入
場
希
望
者
を
募
集
し
て

い
る
。

　

入
場
無
料
、
毎
回
好
評
の
催

し
で
二
十
回
目
。
第
10
音
楽
隊

に
よ
る
勇
壮
な
演
奏
を
は
じ

め
、
ら
っ
ぱ
隊
の
ド
リ
ル
演
奏

や
太
鼓
隊
の
和
太
鼓
演
舞
な
ど

を
披
露
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

「
陸
軍
分
列
行
進
曲
」
「
ド
ラ

ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
「
マ

ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
Ⅱ
」
ほ
か
。

　

申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
場
合
、
同
師
団
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
＝https://www.mod.go

.jp/gsdf/mae/10d/

（
右
下

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
）

内
の
応
募
専

用
サ
イ
ト
か

ら
。

　

ま
た
郵
送

は
、
往
復
は

が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号

・
希
望
人
数
（
二
人
ま
で
）
、

駐
車
場
使
用
の
有
無
、
車
い
す

の
有
無
を
明
記
し
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
６
７
、
守
山
三
ノ
一

二
ノ
一
、
第
10
師
団
広
報
室

「
第
20
回
師
団
音
楽
ま
つ
り　

Ｍ
Ｈ
係
」
へ
。

　

と
も
に
二
月
一
日
（
火
、
当

日
消
印
有
効
）
締
め
切
り
、
期

間
外
の
申
し
込
み
は
無
効
。
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
公
演

は
午
前
十
一
時
半
か
ら
と
午
後

三
時
か
ら
の
一
日
二
回
（
選
択

は
不
可
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
広
報
室
＝

☎
０
５
２
（
７
９
１
）
２
１
９

１
（
内
線
４
４
４
４
）
＝
へ
。

参
加
し
な
が
ら
〝
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
〞
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

同
支
部
に
登
録
す
る
こ
と
で

連
盟
公
認
審
判
員
に
よ
る
正
し

い
競
技
が
で
き
、
ま
た
戦
績
に

よ
っ
て
は
県
・
全
国
大
会
へ
の

出
場
も
可
能
に
な
る
と
の
こ

と
。
「
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
仲
間
も
で
き
ま
す
よ
」

と
梅
山
昭
彦
支
部
長
。

　

来
季
に
向
け
た
登
録
の
申
し

込
み
は
二
月
二
日
（
水
）
午
後

六
時
半
―
同
七
時
半
、
守
山
区

役
所
＝
小
幡
一
＝
講
堂
で
受
け

付
け
。
年
間
登
録
料
一
万
五
千

円
、
参
加
料
（
リ
ー
グ
戦
）
五

万
五
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
日
都
合
が
合
わ
な
い
場
合

な
ど
、
問
い
合
わ
せ
は
梅
山
さ

ん
＝
携
帯
０
９
０
―
２
６
８
９

―
３
４
０
２
＝
へ
。

　

◇
節
分
だ
！
厄
除
の
お
面
で

鬼
退
治
!!

　

２
月
３
日
（
木
）
ま
で
、
前

９
―
後
５
、
小
幡
緑
地
西
園
管

理
棟
。
※
問
い
合
わ
せ
は
同
緑

地
管
理
事
務
所
☎
０
５
２
（
７

９
１
）
９
４
９
２
へ
。
鬼
の
お

面
の
形
の
塗
り
絵
を
楽
し
め
る

催
し
。
一
般
対
象
。
無
料

　

◇
東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

温
室
お
え
か
き
大
会

　

２
月
27
日
（
日
）
ま
で
、
前

９
―
後
３
（
本
館
で
受
け
付

け
）
。
※
画
材
に
つ
い
て
な
ど

詳
し
く
は
同
園
☎
０
５
２
（
７

３
６
）
３
３
４
４
へ
。
題
材
は

「
世
界
の
熱
帯
果
樹
温
室
」
の

果
樹
や
実
、
草
花
な
ど
。
後

日
、
全
作
品
を
展
示
す
る
ほ

か
、
入
賞
者
を
表
彰
。
月
曜
休

園
。
三
歳
―
小
学
生
対
象
。
参

加
費
百
円
（
付
き
添
い
の
大
人

は
温
室
観
覧
料
三
百
円
要
）

　

◇
冬
の
企
画
展
示
「
海
を
望

む
大
型
古
墳
群
・
高
蔵
古
墳

群
」

　

３
月
13
日
（
日
）
ま
で
、
前

９
―
後
５
（
展
示
室
へ
の
最
終

入
場
は
後
４
・
30
）
、
体
感
！

し
だ
み
古
墳
群
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

☎
０
５
２
（
７
３
９
）
０
５
２

０
。
熱
田
神
宮
の
北
に
位
置

し
、
五
―
七
世
紀
に
か
け
て
築

か
れ
た
高
蔵
古
墳
群
の
出
土
品

を
展
示
。
月
曜
休
館
。
無
料

（
た
だ
し
、
展
示
室
の
入
場
料

と
し
て
二
百
円
要
。
中
学
生
以

下
は
無
料
）

　

◇
心
配
ご
と
相
談
所

　

毎
週
木
曜
日
（
祝
日
は
除

く
）
、
後
１
―
４
、
守
山
区
社

会
福
祉
協
議
会
☎
０
５
２
（
７

５
８
）
２
０
１
１
。
心
配
ご
と

や
困
り
ご
と
の
相
談
を
受
け
付

け
。
第
二
・
四
木
曜
日
は
人
権

擁
護
・
行
政
相
談
も
。
※
事
前

予
約
や
電
話
相
談
は
不
可
。
一

般
対
象
。
無
料

　

◇
自
然
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
「
春

を
待
つ
植
物
た
ち
」

　

２
月
11
日
（
金
・
祝
）
前
10

―
正
午
、
森
林
公
園
＝
尾
張
旭

市
新
居
五
一
八
二
ノ
一
＝
植
物

園
内
展
示
館
前
集
合
☎
０
５
６

１
（
53
）
１
５
５
１
。
自
然
観

察
指
導
員
の
解
説
と
と
も
に
園

内
を
散
策
。
一
般
対
象
。
※
当

日
受
け
付
け
、
雨
天
決
行
。
無

料
（
た
だ
し
、
植
物
園
入
園
料

と
し
て
大
人
一
人
二
百
二
十
円

要
）

　

◇
わ
ら
べ
う
た
で
あ
そ
ぼ
う

　

２
月
15
日
（
火
）
前
10
・
30

―
11
、
守
山
児
童
館
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
１
５
０
１
。
わ
ら

べ
う
た
や
手
遊
び
な
ど
、
親
子

の
触
れ
合
い
を
楽
し
む
催
し
。

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
対
象
。

無
料

　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル

ー
プ
「
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ　

も
り
や

ま
」
で
は
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー

を
募
集
中
。
ま
た
詩
や
民
話
の

朗
読
、
朗
読
劇
と
い
っ
た
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
披
露
す
る
出

演
場
所
も
探
し
て
い
る
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、
区
社
協
主

催
「
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た

め
の
声
み
が
き
講
座
」
の
受
講

生
ら
が
集
ま
り
、
二
〇
一
七
年

に
発
足
。
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
や

福
祉
施
設
な
ど
を
訪
れ
、
体
を

使
っ
て
声
を
出
す
こ
と
を
伝
え

な
が
ら
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

　

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
四
十
―

八
十
代
の
女
性
六
人
。
練
習
は

区
社
協
＝
小
幡
南
一
＝
研
修
室

で
、
水
曜
の
午
前
中
を
基
本
に

月
二
回
、
二
時
間
程
度
。
歌
手

・
ボ
イ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
白

樺
八や

さ
ん
指
導
の
下
、
発
声

練
習
を
は
じ
め
感
情
表
現
や
朗

読
の
仕
方
な
ど
、
和
気
あ
い
あ

い
と
学
ん
で
い
る
。

　

「
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と

が
で
き
る
し
、
声
も
鍛
え
ら

れ
る
。
な
に
よ
り
元
気
が
も

ら
え
る
」
と
メ
ン
バ
ー
ら
。

柴
田
悦
子
代
表
は
「
興
味
が

あ
る
方
な
ら
男
女
は
問
い
ま

せ
ん
」
と
参
加
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。
会
費
は
三
カ
月
ご

と
に
六
千
円
。

　

「
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ　

も
り
や

ま
」
へ
の
参
加
申
し
込
み
、

出
演
依
頼
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
は
柴
田
さ
ん
方
＝
☎
０
５

２
（
７
３
６
）
９
３
９
３
＝

へ
。

事
業
な
ど
を

行
う
県
軟
式

野
球
連
盟
の

守
山
支
部
＝

事
務
局
・
大

森
北
二
＝
で

は
、
十
六
歳

以
上
の
社
会

人
で
つ
く
る
チ
ー
ム
を
対
象
に

同
支
部
へ
の
加
入
登
録
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。

　

現
在
、
区
内
で
登
録
し
て
い

る
の
は
六
十
チ
ー
ム
。
同
支
部

が
主
催
す
る
リ
ー
グ
戦
を
は
じ

め
、
区
の
「
Ｏ
Ｂ
軟
式
野
球
大

会
」
な
ど
年
間
五
つ
の
大
会
に

　

◇
モ
リ
ス
ち
ゃ
ん
貸
出
券
発

行
記
念
「
ど
ん
ぐ
り
の
お
は
な

し
会
」

　

２
月
23
日
（
水
・
祝
）
前
11

―
11
・
30
、
守
山
図
書
館
☎
０

５
２
（
７
９
３
）
６
２
８
８
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
。
幼

児
・
小
学
生
対
象
、
当
日
先
着

十
人
。
無
料

　

◇
モ
リ
ス
ち
ゃ
ん
貸
出
券
発

行
記
念
「
か
ん
ち
ょ
う
の
お
は

な
し
会
」

　

２
月
27
日
（
日
）
前
11
―
11

・
25
、
志
段
味
図
書
館
☎
０
５

２
（
７
３
６
）
６
９
０
７
。
同

館
館
長
に
よ
る
モ
リ
ス
ち
ゃ
ん

の
絵
本
読
み
聞
か
せ
や
守
山
の

昔
話
な
ど
の
ほ
か
、
モ
リ
ス
ち

ゃ
ん
と
記
念
撮
影
も
で
き
る
催

し
。
※
申
し
込
み
は
２
月
20
日

（
日
）
前
９
・
30
―
同
館
の
窓

口
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
。

一
般
対
象
、
先
着
三
十
人
。
無

料

お
知
ら
せ

陸
自
第
10
師
団「
師
団
音
楽
ま
つ
り
」

来
月
27
日 

一
宮
市
民
会
館
で 

入
場
希
望
者
募
集

県
軟
式
野
球
連
盟
守
山
支
部

社
会
人
チ
ー
ム
を
対
象
に
加
入
登
録
を
呼
び
掛
け

第10音楽隊と師団らっぱ隊によるドリル演奏も繰り広げられる（以前）

大会結果などを収め、登録
チームに配られる機関誌

仕上げはおうちで―豆
まきに使える鬼のお面

平
成
28
―
30
年
度
の
発
掘
調
査

で
発
見
さ
れ
た
出
土
品
を
展
示

新
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
！

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ 

も
り
や
ま
」

「
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
メ
ン
バ

ー
ら
（
前
列
中
央
は
講
師
の
白
樺
さ
ん
）

お


